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弟8図　一穂あた少の総もみ数（上）と樗もみ数（下）．

5・　考　　　　撫

畑宙早植栽培という条件下では．水稲の初期生育は極

めて旺盛で・分けつ力も盛んである．表層の施肥量が多

い恨行脚巴の稲は・也繁茂，過剰分けつとなカ有効垂歩

合は最も低く．徳教は初期生育の劣る深層基肥のそれと

同等或はそれ以下になる・また一穂枚数も少くをってい

る・一方・渓屑基肥及び全届基肥にかいては∴一棟枚数

の増加が著しい・枚数の増加に伴って豊熟歩合の低下が

謎められるが・拉数の増加が豊熟歩合の低下を上まわっ

ているので稔実拉致は慣行施肥に比し増加している．一

種枚数と一株穂教との間に存在する負の枯関をこわし，

穂数も多く‥枚数も増加させる技術として．渓届基肥の

方法は有望なものである・深層施肥をすることによ少，

前報で示した如く・水稲体内のムトPtgの含有率は全届施

肥と異って7月中旬頃よ少一つの画を作る形で高まれ

成熟期まで全届施肥のそれエ少高い含有率で経過する．

このような水稲体内の状態は豊熟に関与する止集を含め

た上位巣3－4枚の光合成能をぬめ・かつ穂肥及び穂施

期追肥にも似た形で一席社数の確保と豊熟に有効なる影

響を及ぼすものと思われる・探屈基肥を行う墟合．表層

の施肥室を減じ初期生育を抑えるのであるが．地力，気

象条件・施肥量に適応した適当数の穂数の確保が前提条

件となる・本試験の如何桝の如く・初期生育が特に劣っ

て穂教本足が著しい場合は深層施肥の効果は認められず
深耕の効果のみが現われている．

分けつの増殖にはu較差が大なること・特に改組の比

較的低いことが必要であるが・東北地方におけるトンネ

ル式畑由の早櫨栽培の条件は・分けつ増殖に極めて好条

件を与えることになる・過剰分けつの可能性のなかで，

分けつ教を0抑わけることが栽培的に叫能となってくる．

かつ早値という条件下ではじめて深層捌巴の出来避九．

即ち出穂が8－5日遅れ・豊熟日数がほほ10ヒ1近く延び

る欠点を克服して・豊熟期間を延長した形で増収が可能

となっている・当試験を取沌行った圃場の減水疾く蒸発

敗量十垂直浸透量十瞳畔浸透皇）は・田席期15ア‰プ・

分けつ最盛期11で‰ッ・出穂開花期15ワぁ・豊熟期

18でね〃プ程度であ少土壌断面形態を見ると，管状．糸

板状地鉄多く・水の垂直移動はかな少あるものと推定さ

れる・化学分析結果をみると，第1届，第2屑．第3層

ともにを仙河港絢．ち0に差異がある他は大差を

く・下層土の劣悪性も認められない．従って渓耕による

作土届の劣悪化は起っていないと思われる・下届土の諸

性質から見て・水稲根曲は生育後期まで健全に保たれ．

養水分の吸収が盛んであったと推定される．・これらの土

壌条件も深層施肥の効果が現われる上で寄与したものと
思われる．

深　層　追　肥　の　時　期　に　つ　い　て

相　　馬　　幸　　穂

（青　森　県　農　試）

小　　野　　徳　　治

（青森県農試五戸支協）

1・　は　し　が：毒

降魔追肥の効果及び間鬼点については．蓋者らが，東

北農業研究第■5号に発表し・探届追肥の技術は・日中場

長が農業及び眉芸に5石とβ稲作技術を紹介している．

決届追肥の時期の究明は一向形肥料第1号（昭和臥

誠年）並に撼素敵（昭和87年）を使用して実施した．

その結果の概略を報告する．

2・　駐　輪　方　法

泉石本場の園地で．次の耕撞条件で試験を行った．品

種トワダ・青首法ビニール知苗代，播種期4月8－MHL

播種董1，乃唱少釦′・田植期5月16日・裁値密度花株

（椚少当力忽・2株），施肥島は10．5埠．
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試験区別は線準8－14染期深層追肥区を設け・■　3区

制で行った．その内容は弟1．2表の如くである・

第1表　追肥の時期

試　 験　 区　 別
実 際 の

発 令

追　 肥　 月　 日

昭 8 5 ■‾ 3 6 7 3 7

操　　 準　　 区 6

6 ．5 6 ・58 集 期 追 肥 区 7 ．5 6 ．8

9 8 ．5 6 ・15 6 ・1．0 6 ．12

10 9 ．5 6 ．か 6 ．17 6 ．18

11 10 ．5 6 ．≦汀 6 ．淡 6 ．が

12　　　　 ■ 11 ．5 7 ．4 7 ．1 7 ・4

18　　　　 ■ 12 ．5 7 ・18 7 ．払 7 ．12

14 18 ．5 7 ．a 7 ・17 7 ．19

弟2表　施肥量・施肥法（q当少）

深層追肥 基肥（金屑施肥） 全

〃 ゼ（九 兄β 〟 月 払 凡β 〟 ・一・

b 軸 』
0 ． 0 ．62 0 ．5 2 1・略 1．（追

0 ．王望 0 ．詑 0 ． 0 ．53 0 ■母 0 ．位 1 ．（姑 1 ・05

量

固形肥料（各成分共5％）・媒素10％液（土崩注

入器で注入）をは餌の深さに施用・

古．賦験編集及び看貫

L決層追肥の時期が生眉に及ぼすた影響

川固形肥料を施用した場合

A．葉色

光用後，8巣期で14日，9－適薬期で8－10日位で

集色は濃くなる．18，撼集期追肥区は」姐に葉色は淡い・

丑．草丈

施用期の早いもの程草丈が高く，通尭追肥工少短くなる・

C．室数

施用後は日日で重訳に明らかに差異が認められ，11集

期以前は早い程分けつは多く，13－14業追肥では垂教

は少い．

D．節間長

8J～9菜如才這月配線準と大差ないが，10業朋から下部卸

間が短くなり．11集期工少扱者忙なる・la・u菓期は

2－5節が短くなってくる・

E．出穂期，成熟期

8－9業期は若干遅れ気味を示し，12美馬恥封吸はかえ

って早まる，成熟期も出穂期の傾向を示している・

甘．梓長

梓長はn集期までは操準区と大差なく∴ほ葉朋後は

短くなる・

G．穂長

追肥区は14築期のものを除いては，長日で畑－招集

で著しく，11菓期が最も大きい・

H．積数

追肥区は操準区に比し減る傾向がみられ．13，14糞潮

風も少ない・

工．有効垂歩合

追肥区の有効垂歩合は高いが．10集期から著しく－11

業期が最高である．

J．1株数数，梗席数

1株粒数は11染期追肥が最も多く，次に鳩巣期・ゼ

葉期の脳である．2次版便数は全く粒敷増加の傾向に似

ている．

R．玄米千粒重

鳩巣期から増加が談められ．通，13．14集期が著しい・

巣 8 表　 決 層 追 肥 の 時 期 と 生 育 椙 の 変 化

　　 l

試 験 区 別

調　　　 査　　　 月　　　　 日

稗 長

（：爛

穂 長　亡l鸞

l

出 穂 期

月 日

成 熟 期

月 日

6 ．10 ＆ E I 6．劫 7 ．10 7 ・謀〉 7 ・8 1

草　　　　　　　　　 丈

綴　　 単　　 区
厨

亜 52 1訂 一 扮 85 18 ・4 8 ．4 9 18

8　 集　 追　 肥 8 1 弟 51 68 ■汀 王将 払 18 ．8 5 幻

9 8 2 為 研 す7 ■汀 9 4 8 7 18 ．7 4 19

10　　　　 ■ 8 1 祖 一蛤 伍 m 92 8 5 19 ．0 4 19

11　　　　 ′ 8 1 凋 48 tヨ 74 9 5 防 釦 ．0 4 18

12　　　　 ■ 老 36 」D 61 68 払 記 19 ．8 8 17

】8 81 訂 釘 60 66 紀 77 18 ．8 8 18

14　　　　 ■ 即 さ7 亜 61 66 郎 74 17 ．6 2 】0

試　 験　 区　 別

調　　　 査　　　 月　　　 日

租 教　本

有 効 垂

歩 合

％

有 効

限 界 キ

月 日

最 高

室 数

月 日

6 ．10 6 ．皿 6 ．即 7 ・ 5 7 ．10 7 ．1 5 7 ．E I 7 ．8 0

肇　　　　　　　　　　　 敷

鎮　　 準　　 区
誘

18 ・8 丞 ・8 j姓 ．9 三池 ．7 望ト7 盟 ．6 2 1．1 17 ．8 （p ．8 6 ・2分 7 ．6

8　 業　 追　 肥 7 ．2 12 ・2 釦 ．8 2 ．1 題 ．5 2 ．7 望 ．0 釦 ．0 1 7 ．2 7 4 ．8 6 ・が 7 ．8

9 7 ．0 12 ・1 19 ・4 a ・1 乱 ．7 a ・7 a ・7 二は ．5 1 6．6 7 6 ．1 6 ．が 7 ・追

1 0 6 ・9 皿 ．6 17 ．U 19 ．0 19 ．8 加 ．4 畑 ・2 18 8 1 6 ．6 釦 ．8 6 ．盟 7 ．1 8

m 6 ．4 皿 ．9 1 6 ．7 打 ．7 18 ．0 18 ・4 1 8 ．3 1 7 ．5 1 6 ・6 汐 ・8 6 ．那 7 ．1 8

12 6 ．4 n ．0 16 ．9 1 7 ．9 17 ，9 1 7 ノ7 17 ．2 16 ・6 15 ．5 訪 ．0 6 ．2 6 7 ・1 8

】8 6 ．1 10 ・9 17 ．0 17 ．8 17 ．9 17 ．6 16 ．9 16 ．3 14 ．4 8 1 ．U 6 ．2 6 7 ．8

14　　　　 ■ 6 ・7 1 1 ．5 17 ．2 17 ．7 17 ．4 1 6 ・9 16 ．4 1 5 ．5 1 3 ．5 「布 ．0 6 ．渉 7 ．5



東北膿業研究　弟6号 85

試　　 験　 区　 分

節　　 間　　 長 l　　　　　 彙　　 身　　 長

管翫 2 3 4 5 止　 染 2 3 4 5 6 7

機　　　 準　　　 区
　 亡けl

糾・3 19・9
l l

16・7 1 9・9 2．9
fn
27 86 40 迅 蕊 王巴 三方

8　 業　 追　 肥　 区 36．3 a ・3 16．8 10．5 2．4 詑 41 亜 鮎 糾 釦 27
e 誠．9 劫・9 16．2 9．7 4・3 詑 40 亜 34 認 謙） 飢
10 86・0 皿．0 15・9 98 2，0 釦 三田 41 86 32 三氾 25
11 訂・3 a ・4 15．3 8・0 1．6 詑 迅 38 35 凋 31 三石
12 諮．5 加．8 15・6 8．4 1・8 】あ 35 迅 34 32 孤 26
18 菰・0 18・8 13．4 7．6 1．2 ≦汀 34 訂 35 糾 那 三方
14 お．3 18．5 14・2 7．8 l・8 27 85 裾 王妃 32 塑＿ 劇

助成素液を注入した地合

A．葉色

施用後8菓期で旭日，9菓期では日，10－12集期

で8－10日．ほ－14集期では4、5日で葉色の変化が

認められる．

B．草丈・垂数

初期生育は標準区がまされ　適薬までの追肥区は生育

途中で，草丈は松草並となるが．13集期以後の追肥では

追いつけをい．

垂数は追肥区が基肥が少いから劣少，特に追肥時期が

遅くなるほど垂数減が著しい．

C・出穂期・成熟期

出穂期の区間差は小さく，特に10秦期追肥がおくれる．

概して鳩巣期以前の追肥区は出穂は遅れ気味である．成

熟期も出穂期の傾向に似ている．

D．梓長・職長・穏赦

固形肥料の場合と傾向は略々同様で参る．

丑．有効垂歩合

深層追肥によって，高まる傾向を示し．特には11業期

追肥が高い．

之深層追肥の時期が収量に及ぼす影響

Ⅷ固形肥料施用の場合

A．わら重

8－追　菓期追肥は礫準区並で．11秦期から軽くなる．

B・楕もみ重・玄米重

8→招集期は標準にまさ少．11菜期が最高で．ほ業
期は之に次いでいる．

C・精もみ歩合

畑業期から稚もみ歩合が高まれ11－は集が軸着に
高い．

〇・もみ摺歩合

建一は集は高いが．その他は標準区並である．

第4表　深層追肥時期が収宜に及ぼす影響

試　 験　 区　 別 全　　 重 わ　 ら　 重 楕 もみ 重 玄 米　 重 枇 屑　　 米 稚 もみ歩合 lもみ 摺歩合

l 乳等

l玄 米比 率　％

標　　 準　　 区
■ 叫 陶 柚 坤 叫 百

％1毘・8 伍．0 ■か．1 伍 8 0．8 0．6 52．0 1∝l

金　　 玉 わ　 ら　 重 楕 も み 重 玄 米　 重 枇 屑　　 米 稚 もみ 歩 合

■ 叫 陶 柚 坤 叫 ％
1毘 ・8 伍 ．0 ■か ．1 伍 8 0 ．8 0 ．6 5 2 ．0
15 6 ．3 6 5 ・5 8 1 ・3 6 6 ．4 1 ．6 1 ．0 壁 ・1

1茄 ．6 防 ．2 ＆ ．4 飾 ．5 1 ・7 0 ・9 王2 4

1 5 3 ．5 6 4 ．2 8 1 ．3 6 5 ．9 1 ．8 1．1 団 ・1

lt翌．8 《）・5 糾 ．0 曙 ．3 1 ．9 1 ．0 馬 ・0

1 4 8 ．5 董汀．6 8 2 t 5 t汀．9 1 ・7 0 ・8 施 ．6

1 4 2 ．8 5 7 ．6 一打．6 糾 ．1 0 ．9 0 ．6 舅 ．8

】瓜 ．0 6 0 ．7 6 9 ．1 訂 ．2 0 ．7 0 ．2 即 ・0

∽媒東液注入の地合

収量は8～鳩巣期まで増収しておれ　ば菓期が最も
多収を示し・次いで11．1凱10蔵の脱で．班菓期が最

も少収を示した．枇重は9～適業期はやゝ多目である．


